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学習語彙リストの開発

・清水 裕子

本研究は，

英語学習者の

を受けて取り

１

立命館大学経済・経営学部に

学習促進のための言語材料を

組んだものである。この研究

．は じ め に

おける英語プログラムの核

提供するために， 年立

では，語彙面における学習

となる科目に関わるもので，

命館研究奨励基金（第二種）

到達目標を設定することに

より，それを

的な診断的情

手段を与える

段階で習得し

まで，いくつ

の基盤の構築

この目的を

リスト，

基にしたテストや自学自習プ

報を学習者に与えることがで

ことになると考えた。そこで

ておくべき学習語彙を抽出し

かの水準に分類した語彙リス

を本研究の目的とした。

達成するために，

基本語彙 ， 経済

ログラムの実施をオンライ

き，また指導者側にも学力

，具体的には，使用教科書

，基本語彙から専門科目へ

ト作成し，それをもとに学

基本語彙， 基本語彙

学関連基本語彙のデータを入

ン上で可能にし，より具体

把握や指導効果の検証の一

に依存せず，大学英語教育

の橋渡しとなる語彙レベル

習用ツールを作成するため

， 英検１級・準１級語彙

手し，それらをひとつの

語彙リストと

これをもとに

し，最後に語

してデータベースに納め，使

オンラインでの教材化のため

彙リストの一部を資料として

２．経済・経営学部

用頻度および難易度をもと

の基盤を作り上げた。本稿

紹介しておく。

における英語プログラムと

に独自のレベル付けを行い，

では，その方法と過程を示

の関係

応用言語学

パス）の編纂

材の一部とし

一方，本学経

され，統一教

資料を活用し

をはじめとする言語教育の

や分析が広く行われるように

てコンコーダンスを用い，上

済・経営学部における英語カ

材・シラバスによる授業が展

た授業展開は，選択科目以外

（ ）

関連分野では，コンピュータ

なり，語彙研究や文法研究な

級レベルの作文指導などの

リキュラムでは， 改革に

開され，成果を上げてきて

では現実味を備えていない

を用いての言語資料（コー

どはもちろんのこと，教

教育面にも活用されている。

より新たな方向性が打ち出

いるが，上述のような言語

のが事実である。しかし，



語彙に関する先

に基づいた独自

きると共に，そ
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行研究やコンピュータ・ベー

の学習語彙の抽出を行うこと

れらをデータ・ベース化して

学（第 巻・第１号）

ス化された言語材料を活用し

は，我々のプログラム全体の

おくことにより，教材開発や

ながら，テキスト分析

共有財産として活用で

テスト開発において応

用範囲を広げる

経済・経営学

を作成して定

クラスに

者に課していた

た場合には，活

学習者に対して

ことができる。

部の英語プログラムにおける

期的な小テストを課すなど，

おいては，オンラインで語

。しかし，それらがある特定

用できなくなるという非効率

の目標設定をより具体的にし

語彙指導に関しては，教科書

大抵の場合は各教員の裁量

彙の練習問題を解くことを共

の教材を基に作成されている

な現実がある。そこで，カリ

，学習環境におけるニーズと

に基づいた語彙リスト

に任せられているが，

通のタスクとして学習

ため，教材が変更され

キュラム全体としても，

現実に即し，さらに精

錬させたプログ

では語彙学習を

共に，学習者の

ストの開発を試

本語彙，および

くことで，必要

材化およびテス

ラムにしていくことが必要で

取り上げ，英語プログラム内

語彙習得を強化するために，

みた。つまり，指導すべき語

専門における基礎文献をも

に応じて引き出し，ペーパー

ト化に応じられるようにする

あると考える。その具体化の

での語彙面での学習および指

教材化およびテスト化の資料

彙というものを， 複数の英

とにした専門語彙に分けてデ

・ベースはもとより，コンピ

ものである。

ひとつとして，本研究

導目標を明確にすると

となり得る学習語彙リ

語教材をもとにした基

ータ・ベース化してお

ュータ・ベースでの教

本研究

本研究におけ

基本語彙

れ

３．語彙デ

における〈学習語彙

る〈学習語彙 は，以下の２

（

ている教科書に共通するジャ

ータ・ベースの構築

つの枠組みを設定し抽出した

）を念頭に置き，大学生

ンルの中から抽出した核とな

。

を対象に一般に用いら

る語彙群。

専門語彙 専

に

データ・ベー

英語教育学会

施している実

（ ）をもとに

門分野への橋渡しとなるよう

抽出する語彙群。

ス化に際しては，基本語彙と

（ ）の開発による基本語

用英語検定準１級・１級頻出

し，また専門語彙としては

，経済・経営学部における

して，国際基督教大学の先行

（ ）の中の社会科学系用

彙リスト「 語」，

語彙， の

の

基礎文献（英文）をもと

研究により抽出された

の基本語彙および大学

日本英語検定協会が実

（ ）をもと

にし，我々の英

度別等による指

研究方

．語彙

独自の語彙

語プログラム独自の語彙リス

標を付加し，実際の使用に際

法

抽出のために用いた資料

リストの作成には，次に示す

（ ）

トを作成した。さらに，ジャ

しての抽出の簡便をはかるこ

６種の資料を用いた。なお，

ンル別，難易度別，頻

とを考えた。

基本語彙リストとして



は を，

経済・経営学部の英語プログラム

専門語彙リストとしては を

基本語

における学習語彙リストの開発（

用いた。

・清水）

テキスト分

究費補助金

表者・小山由

が多岐にわた

が生じた。そ

性のある語

に用いるこ

析に関しては，本研究の共同

・基盤研究（ １）「工業系大

紀江（長岡技術科学大学））の中

り，かつ細分化されていたた

こで，本研究では，あくまで

彙の抽出をこころがけたく，

とにした。これは，

研究者である清水裕子が，

学の英語カリキュラム構築」

で，工学系の文献を用いて分

め，分析するテキストによ

も〈コア となる語彙を念

大学英語教育学会が開発した

教材研究委員会が，

年度より文部省科学研

（課題番号 ，研究代

析を行ったが，専門分野

って抽出語彙にかなり偏り

頭に置き，できるだけ代表

「 語」を基準

周年記念事業の一環とし

て出版した

の１，２年

が発端になっ

品詞名および

して出版され

たが，そのレ

たのは『プ

材研究委員会

「大学一般教養課程における

生の間に習得すべき

て作成されたものである。そ

意味・機能による 分野別

た。今回， 基本語

ベルは使用頻度をもとにした

ロシード英和辞典』福武書店

， ）

英語講読用教科書のあり方」

用語彙の質と量について論

の後，種々の調査研究を経

の情報を加えて 年６月に

における１ ５までのレベ

ものであり，５段階に分け

初版の「キーワード 」で

（ 年 月）の中で，大学

じ，そこで提案したこと

て，使用頻度の５段階表示，

「 基本語 」と

ルを基準値として採用し

る際の典拠として参照され

ある。（大学英語教育学会教

英語基

この研究を

力のもとに

本単語 語

に加えて

本単語 語

遂行する過程で，名古屋大

，「 基本語 」やロ

を作成し，ホームページ上

，英語基本単語 語で提示

学の外池俊幸教授が，米国人

ングマン社の学習者用英英辞

で公開されているという情報

）そこで，本研究にお

された語彙も参考にするこ

教員の 氏の協

典等を参考にし，英語基

を入手した。（詳細は

いては， 基本語

とにした。

国際基督教

をもとにし

前者は生物学

哲学，心理学

大学では，文部省科学研究費

た （

（ ）

，科学，数学，物理学を中心

を中心とした分野からの語彙

補助金を得て，大規模な語

）のための語彙コー

と

とした学問分野からの語彙

群を抽出している。我々の

彙研究を行い，使用頻度等

パスを構築した。領域を

（ ）に大別し，

群，後者は経済学，言語学，

英語プログラムにおける学

習者は，経済

採用した。

最近は

，経営に関する分野に属す

（

）等のテスト対策本が多

（ ）

るため， として

）や

く出版されてきているが，特

抽出された語彙群 語を

（

に，本学 では，理工



学部も含めて

いことから，

（ ）

立命館経済

の受験者が増えてきて

対策として語彙のみ

を用い，そこで紹介されてい

学（第 巻・第１号）

いる。また，ビジネス関連の

を扱った の

る 語彙を，そのカテゴリ

内容を扱った問題も多

ー化と共にデータ化し

た。なお，最終

英検準１

日本英語検定

学入学段階では

で扱われる語彙

準１級・１級頻

のデータでは，熟語やイディ

級・１級

協会が実施している実用英語

，基本的には２級レベルの語

は，「 基本語 」

出語彙 語を上位レベルの

オムは削除した。

検定も，広く受験されている

彙を習得していることが期待

と重なるものが多いと予測さ

語彙と見なしてデータ化した

英語テストである。大

されよう。また，２級

れたので，本研究では，

。

基本語彙をも

さらに学習者の

だし，経済や経

で，本研究では

ための糸口とな

成することに

とに，英語で書かれた種々の

専門領域とのかけはしとなる

営の分野も多岐にわたり，多

，将来，専門分野の教員の協

るよう，経済学における基本

留めた。具体的には，

（ ）の

文献等が理解できるようにな

よう，専門分野における語彙

くを網羅しようとすると膨大

力を得ながら研究を進めるこ

文献を一冊選び，それをもと

ることが期待できるが，

群の抽出も試みた。た

な語彙数となる。そこ

とを前提として，その

にした語彙リストを作

３ （ ）の

の抽出語

をデータ化した。

彙数は以下のとおりである。

表１ 抽

資料

基本語

英語基本単語

出語彙に関する資料

・文献 小計 合

語

計

．．．語彙

基本語彙

基本語

英検準１級・１

専門語彙 の

リストの編集

級

第１段階 基

語彙リストの

いた基本語彙リ

情報（語，語彙

に， 英語基本

本データの入力

編集に当たっては，まず，専

ストの作成を行った。まず，

レベル，品詞，ジャンル）をエ

単語 語の中で 基

（ ）

門語彙リスト用の を対象か

基本語 に関し

クセルに入力し，基本語彙リ

本語 に加えられた語を

らはずし， を用

ては，記載されている

ストの基準とした。次

加えた。最後に，

語， 基本語



語， 英

彙レベルの情

語が抽出
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検準１級・１級 語の入力

報の入力を行っていない。最

でき，それらに 番号をつ

における学習語彙リストの開発（

を行った。なお，この段階で

終的に各資料間で重複する

けておいた。

・清水）

は， 以外については語

語彙を削除した結果，合計

第２段階

基

いたため，そ

設定を行った

まず 語

じめ名詞を中

レベル設定

本語 には不規則動詞の過

れらをリストからはずした。

。

の中から，代名詞，前置詞，

心とした基本的と思われる語

去形および過去分詞形も別個

残り 語をもとに，０か

助動詞などの基本的な機能

彙をすべて語彙レベル〈０

の語彙として提示されて

ら８までの９段階のレベル

語や，月，曜日，数字をは

に変更した。

次に，

的には下位レ

基

た。

ル〈５

の

ランキングで異なる語彙

ベルに揃えて，同じレベルに

本語 以外はレベル付けが

基本語 にある語の派生語

基本語 に加えられた英語

とした。

レベルに入っているが，派生

した。

されていないわけだが，次の

とみなせるものは，そのレベ

基本単語 内の語は， 以

語と見なすものは，基本

基準でレベル設定を行っ

ルに揃えた。

外は原則として語彙レベ

および

英検語彙

その結果，レ

基本語 は語彙レベル〈６

準１級と１級については，そ

ベル毎の語彙数は以下のよう

表２

レベル 語彙数

０

とした。

れぞれ語彙レベル〈７ ，〈

になった。

レベル別語彙数

主な出所

基本語

８ とした。

１

２

３

４

５

６

７

８

英語基本単語 語

基本語

英検準１級・１級

なお，専門

検討する必要

．．．語

合計

語彙リストに関しては，現段

があると考える。

彙リストの運用

（ ）

階では，基本語彙リストとは別にしてあるが，今後，



本研究におけ

たもので，これ

」をもとに

立命館経済

る語彙のレベル付けは，あく

は，前述のように『プロシー

，使用頻度に段階付けしたも

学（第 巻・第１号）

までも 基本語 に

ド英和辞典』（福武書店）初版

のである。その段階付けが，

おける５段階を活用し

における「キーワード

われわれの英語プログ

ラムに関してど

とつの試みとし

て，学習者用に

まず，２種の

の程度の整合性をもっている

て， 年度４月より「英語

作成した語彙リストの単語と

教材は次のとおりである。

および 用

（ ）

および

かは，今後，検討する必要が

１」において用いるリーディ

の比較を行った。

用

あるが，その検証のひ

ング用教材２種に関し

抽出した。それ

また の上位レ

抽出した基本語

のデータをもと

（ ）

用に活用することを意図して

らを基本語彙リストで検索し

ベル用教材では ％以上が

に近い題材が多いこともあ

彙の整合性を覆すものではな

に，語彙リストのエントリー

， については 語， に

てみると， の下位レベル用

基本語彙に含まれていた。

り，基本語彙とみなしがたい

いと解釈する。今後の課題と

や段階付けの見直しも必要に

ついては 語を任意に

教材では ％以上が，

の教材については，

語も含まれていたが，

しては，複数の教科書

なろう。

．．．学習

抽出された語

はすでに，

キュラムでは，

る教科書に依存

となる。そこで

とに，効率的な

者用への語彙提示の方法

彙をもとに，現行カリキュラ

クラスにおける語彙タス

語彙学習用のタスクを

しているため，使用教科書に

，今回作成したような，用い

ペーパー・ベースおよび

ムの中での活用方法を考える

クとしての利用が考えられる

クラスに組み込んでおり，

変更が生じた場合，改訂のた

る教材に依存しない形での語

教材の開発やテスティン

場合，本プログラムで

。 年度までのカリ

その内容は採用してい

めの多くの労力が必要

彙データ・ベースをも

グ・ツールとしての使

用が可能になる

本研究の開始

びテストの形で

向性から，オン

４，８， ）に

ュラムの上では

用教科書の変更

ことが期待できる。

にあたっては， 年４月を

の教育現場への適応を予定

ライン化の方法の検討に時間

おけるオンライン語彙タスク

本研究の成果を学習者に直接

とカリキュラムの再検討のた

目処に，抽出語彙を基にした

していたが，本学の

をかけることが賢明と判断し

の実施を見合わせることにし

還元することができない状況

めの移行措置の期間であり，

語彙リストの教材およ

の導入という新たな方

， クラス（英語

た。 年度のカリキ

になったが，これは使

年度以降，この語

彙データ・ベー

ティング・ツー

．最後に

多くの入試形

おいては，プレ

スをもとに，より効率的な

ルとしての使用が可能になる

態を経て入学してくる両学部

イスメント・テストにより複

（ ）

，ペーパー・ベースおよび

ことが期待できる。

の学生の英語レベルは多様で

数の水準に分けて指導してい

教材の開発やテス

あり，本プログラムに

るが，各水準毎に，語



彙面における

ャンルや頻

いて，目標準

経済・経営学部の英語プログラム

到達目標も異なってくる。そ

度に加え，水準（難易度）に関

拠テスト（

における学習語彙リストの開発（

こで，語彙リストにおいて

する情報も付加していく。こ

）が開発され，学

・清水）

は，今後，語彙の現れるジ

のことにより，将来にお

習者の目標達成度を測定

し診断的なフ

今後，英語

ず，他の技能

大学英語教

ィードバックを与える場合に

教育の改善を目指したプロジ

や言語材料の研究につながっ

育学会教材研究委員会（ ）

（ ）．

（ ）

も，本語彙研究の成果が活

ェクトの接点および発端と

ていくことを願う。
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